
　

警察学校で認知症サポーター養成講座を開催!!!
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藤枝市役所 地域包括ケア推進室 

～みんなで支える地域の笑顔～ 

E-mail:chiikicare@city.fujieda.lg.jp 
TEL  ６４３-３２２５      

受講者の声 ～アンケートより～ 
・私達周りのサポートによって、認知症の方やそのご家族
に与える影響が大きいということを再認識しました。 
・認知症を患っている家族の立場、気持ちを理解すること
ができ、今後の職務にあたって対応を考え相手を思う行動
をとらなければならないと思いました。 
・第一に認知症を持つ人の尊厳を守るということが大切だ
ということを改めて理解した。 
・「F救隊」や「事前登録制度」の存在を知り今後の役に
立つと思った。 

 藤枝市は県警に呼びかけ、認知症の
人が関連する事件・事故などに警察
官が適切に対応できるようにするた
め『認知症サポーター養成講座』の
受講を積極的にすすめています。 
 背景には認知症の人が徘徊（はい
かい）の末、命に関わる状況になっ
たり、交通事故等、車に関わる事件
が頻発している現状があります。 
 今月末には、地域住民と直接関わ
る機会の多い、生活安全課配属予定
の警察官への講座も計画しています。 

 11月2日（月） 

 初任科長期課程112名 教官24名  計136名が受講 
   ＮＨＫ お昼のニュースで大きく報道されました 

  

 講師：『認知症の人を介護している家族は「なるべく他人様には迷惑かけたくな

い」という思いで介護をしている。そんな時に「外に出さないように」と警察官から

言われると、家族は逃げ場をなくしてしまう。本人や家族と接する時は、家族の

思いに寄り添った対応をしてほしい。』 

Ｆ救隊や事前登録制度の
説明もしました。 


